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れていますが、欠点として、生徒が表現したい一貫
したテーマに基づいて書かれていません。本教科書
では、それぞれの課ごとに、ゆるやかに統一された
テーマがあります。例えば、『英語表現Ⅰ』の
Lesson 8は「興福寺の阿修羅像」となっています。
全体が阿修羅像の話ではなく、日本の伝統文化を扱
いながら、Grammar in Useでは阿修羅像がテーマ
になっているのです。また、練習問題には「江戸時
代には梅の花が好まれていた」、「アイヌ語はかつて
北海道で多くの人々に話されていた」というような
伝統文化や言語に対して、生徒の気づきを促すよう
な例文も多く含まれています。

（6） 論理性を養う３行の英作文とParagraph
　　Writing
『英語表現Ⅰ』のUnitの最後には、全体をまとめ
た文法問題とともにWrite a Paragraph!という活動
が設けられています。この活動の目的は、Useで行っ
てきた1行英作文を3行の最小のパラグラフにする
ことです。正式にはパラグラフとは言えないかもし
れませんが、生徒は「導入」「展開」「結論」という
指示に従って、文と文との論理関係を理解しなが
ら、英語で文章を作っていくことになります。この
活動は『英語表現Ⅱ』で、本格的なパラグラフ・ラ
イティングの基礎を学ぶ事につながります。『英語
表現Ⅱ』で扱うパラグラフの基本は、「例示・列挙」「分
類」「比較・対照」「原因・結果」「分析」です。Learn

でパラグラフの基本を学び、Practiceを通して練習
問題を解きながら、Write a Paragraph!で段階を踏
んで最終的にパラグラフが書けるように工夫してあ
ります。従来のライティングの教科書では、本教科
書のような細かい学習段階を踏まないために、パラ
グラフを書く事を諦めてしまう場合が多かったよう
です。本教科書はそのことを避けるために、生徒が
一人だけでも学習できるように配慮しました。この
パラグラフの練習を通して、生徒は文と文との関係
を考え、論理的表現方法の基礎を学んでいきます。

（7）総合的な言語活動
　　（Project Work、Discussion、Debate）
『英語表現Ⅰ』では総合的な言語活動が全体で5つ
用意されています。それぞれ活動展開が異なります
が、全体の流れとしては、英語を聞いたり読んだり

する活動から生徒の立場でまとまった英語を書き、
話す活動へ段階を踏んで作られています。さらに、
それぞれには話す際に注意すべき点として、Tips for 

Speaking というコーナーが設けられています。
『英語表現Ⅱ』では、Project WorkにDiscussionと

Debateが加わっています。今まで、この種の活動は
「オーラル・コミュニケーションⅡ」という科目に入っ
ていたものです。先生方の中には、本当にこのよう
な活動ができるかどうか不安に思っていらっしゃる
方がいるのではないでしょうか。そのような心配は
いりません。いずれの活動も Introductionで話題の
確認をし、Preparationで自分の立場を決め、他人の
意見を聞く練習をし、Your Turnの所で、実際に英語
でディスカッションしたり、ディベートをする事に
なります。このように初めて英語でディスカッショ
ンやディベートを教える場合でも、生徒が自然に活
動できるように配慮されています。ここで大切な事
は、実際に英語でやってみるということです。片言
の英語でいいのです。日本語が混ざってもいいので
す。重要な事は、そのような体験を通して、どのよ
うに英語を話すのか、ということを生徒に考えさせ
る事です。英語でやり取りができないのは、心理的
な問題なのか、表現力が十分についていなかったの
か等の原因を考えさせ、最終的に、もう一度個々の
文法項目の表現に戻る事にあります。このように実
際にコミュニケーションをしてから、もう一度個々
の表現方法に戻る事ができるのもこの教科書だから
できるのです。

3．おわりに

以上が『英語表現Ⅰ・Ⅱ』の特徴です。最後に、「英
語で行う授業」に関して簡単に述べておきましょ
う。本教科書を使って、英語で授業を行うことは可
能です。しかしながら、英語で授業を行うことが到
達目標ではなく、生徒のコミュニケーション能力を
育成するための1つの手段と考えます。本教科書で
は、文法解説は、むしろ日本語で行うべきです。こ
のことは学習指導要領の解説にも書かれています。
最近のBilingual 教育でも言われていることですが、
英語で授業を行うことよりも、両方の言語を伸ばす
ために両言語をどのように意図的・計画的に使って
いくかが課題です。ぜひ、本書を手に取ってご覧下
さい。

はじめに

新学習指導要領の採択2年目にあたり、この度、
『SELECT English ExpressionⅠ』を世に問うことに
なりました。この教科書は、生徒に意欲を起こさせ
ることをめざして誕生した「英語表現Ⅰ」の教科書
です。英文法に関する意識を高め、積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度を育成することを
目的にしています。

『セレクト英語表現Ⅰ』の特色

『セレクト英語表現Ⅰ』は、英語を「学び」「復習
する」ことと英語を「使う」ことを並行して行い、
学んだ英語が実際に役立つと実感してもらうための
教科書です。内容面でもタスク活動面でも、生徒の
注意を引く面白さを随所に盛り込んでいます。言う
までもなく、外国語学習で一番大切なことは、長期
に渡って学び続けることです。本教科書では、生徒
の学習の継続を促すために、生徒の興味・関心を呼
ぶ身近な話題を選び、やさしい英文法を学びながら
英語の発想を理解できるようにしました。
英語のコミュニケーションを行う際に土台となる
文法については、ことばによる長い解説をする代わ
りに、最低限の説明とわかりやすいイラストで解説
しました。また、「瞬間チェック」「Gトレ－ニング」
「Speak-Up!」という3段階の問題演習を通じて、直
接口に出して言ったり書いたりすることで、学んだ
項目を定着させる方式を採っています。本教科書を
ご使用になる先生方には、この教科書で学んだ文法
項目や表現を使って、生徒が実際にコミュニケー
ションを図るという体験を授業中にたくさんさせて
ください。中学校で学んできた英文法をコミュニ
ケーションやポライトネスの立場から見直し、これ
まで知っていただけの知識を、場面に合わせて使え
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『SELECT English ExpressionⅠ』の基本
方針と内容紹介
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るようになることを目標としています。

本課の内容

本教科書の具体的な編集方針と内容紹介に移りま
しょう。まず、本教科書は英語表現のための「基礎・
基本」を確実に習得することを編集の基本としてい
ます。そのため、教科書で扱う英語は平易なものと
し、使用する例文は短く簡潔で覚えやすいものにし
ています。生徒が中学校ですでに学んで「知ってい
ること」と、時折出てくる「知らないこと」を交互
に織り交ぜています。このようにすることで、生徒
に「安心感」を与えつつ、ある種の「どきどき感」
を取り混ぜて学習の継続を促しています。
教科書は見やすい見開き2ページの構成で、現場

の先生が使いやすいテキストになっています。本教
科書は、多くの高校の先生方がイメージしておられ
る文法シラバスを軸としたライティングと、スピー
キングのためのコミュニケーション英文法を理解し
ながら、自己表現や発表に役立つ英語表現を学べる
ように作られています。

○インパクトのある「見返しページ」
「前見返し」と「後ろ見返し」には、本課（Lesson 

12）でも取り上げているトリックアートが出ていま
す。生徒に興味をもってもらうために、見ていて面
白いトリックアートを置きました。先生方も額縁の
下の文字を解読しながら絵をご覧になり、生徒と
いっしょになって英語の質問に答えて戴けたらと
思っています。

○授業でも独習でも使える「Let’s Start」
本課に入る前の「Let’s Start」では、アルファベッ

トの復習を行います。つづりを入れ替えて他の単語
を作ったり、アルファベット順に線で結んでナスカ

ー意欲を起こさせる
教科書をめざしてー
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の地上絵を描いたり、イラストの中に見える事物を
英単語で書いてみるコーナーが設けられています。
続いて品詞と語順についての基礎を再学習し、自信
をもって本課に入れるようになっています。英語が
苦手な生徒も、得意な生徒もこれで準備完了です。

○興味を引く題材
スポーツ、生き物、旅行、環境、世界遺産といっ
た定番の題材から、世界の食文化、芸能、不思議な
絵、ご当地、活躍する高校生といった興味を引く話
題を取り上げ、メリハリをつけました。また、人気
ポップスター、アイドルグループ、トリックアート、
書道パフォーマンス甲子園、白いリンゴ、青いバラ
など、興味深い写真がたくさん用いられています。
例文中に登場する人物の名前でさえ、教科書を使う
生徒たちと同じ世代に多い身近な名前を選び、細部
まで高校生の目線に立つようにこだわりました。

○「イントロ英会話」
各課の左ページには、各レッスンのトピックに象
徴的な事物・人の写真、本課のタイトルに続いて、
AとBのダイアログである「イントロ英会話」を配
置しました。会話の中で、ターゲットとなる文法項
目を使用した表現が太字で示されています。レッス
ンのトピックや写真に関係のある会話になっていま
す。

○「Let’s Listen」
各課の右ページ最上段には、写真を見ながら行う
リスニング問題が配置されています。英文を3つ聞
いて、右の写真に合うものを選ぶことになっていま
すが、必ず一つは後述の「セレクト英文法」の項目
を使った文になっています。生徒は意識する、しな
いにかかわらず、基本的な文法項目に馴染んでいき
ます。

○「セレクト英文法36」
2単位の教科書であることを意識して、何百もあ
る英語構文や文法項目の中から、最低限これだけは
覚えてほしいという文法事項を厳選して36個に絞
り込み、各レッスンに2つずつ入れました。まわり
くどい説明を避け、イラストを使って理解しやすい
ように工夫しました。どのイラストも英文法の感覚

をそのまま捉えられるように配慮されています。英
語学習でつまずく原因になっている、難しい英文法
の概念や抽象的な文法用語を避け、イラストを見る
だけで楽しみながら基本文法のイメージが理解でき
るようにしました。

○系統的な反復学習
『セレクト英語表現Ⅰ』の各練習問題は、「セレク
ト英文法」で学んだことをその場で確認する「瞬間
チェック」、「セレクト英文法」や「プラスα」と各
課のテーマに沿った問題文である「Gトレーニング
（Gトレ）」、会話形式で自分のことを英語で表現する
「Speak Up!」という3段階の累積方式で構成され
ています。「Gトレ」や「Speak Up!」は、本教科書
のこれまでのレッスンで学んだすべての知識の確認
として位置づけられるもので、必ずしも当該のレッ
スンの文法項目だけで成り立っているわけではあり
ません。これらの練習問題で習った文法項目を復習
し、確実に使えるようにしてください。

○ネイティブが実際に使っている表現を学ぶ
「Gトレ」の後は、「場面でGo!」を用意しました。

2択問題を見て、場面に応じた適切な表現を選びま
す。一例を挙げましょう。外国人に日本語を話すか
どうか尋ねるときに、Can you speak Japanese? と
言ってしまいがちですが、相手の能力を尋ねるCan 

you ～? はこのような場面では不適切です。ネイ
ティブなら、Do you speak Japanese? という表現
を使うでしょう（Lesson 7）。このように、日本人
が思わず言ってしまう表現を挙げながら、微妙な使
い分けが必要なことを学びます。生徒に自分の気持
ちをより的確に表現するためには英文法の実践的な
知識が欠かせないこと、これまで学んできた英文法
が実際に「役に立つ」ことを実感させるコーナーに
なるはずです。1問ごとに、自分が使う英語表現が
ネイティブ感覚に近づいていくことを実感していた
だけたら幸いです。

○おもしろい話題が満載
本教科書ではページ最下段を利用して、「英語で

何という?」と「なるほどザ☆ワード」というコーナー
を設けています。「英語で何という?」は、「セレク
ト英文法36」の文法項目を使った、言えそうで言え

ない日常表現、名言、ことわざを取り上げています。
学んだ表現で、あんなこともこんなことも言えると
いうことを示しています。また、「なるほどザ☆ワー
ド」では、人気の宇宙食、アニメということばのルー
ツ、鉄人28号の英語名など、題材に即した興味深い
豆知識を提供しています。

課間活動の内容

○「Gトレプラス」
本課数レッスンの後に「Gトレプラス」を配置し
ました。本課の「Gトレーニング」のプラスαとして、
「セレクト英文法」の理解をさらに深めるための問
題です。傍注には、それぞれの問題のヒントとして、
問題解法のためのキーワードと対応するレッスン番
号とページ番号を挙げ、該当するレッスンに戻って
すぐに復習ができるようにしました。

○「つなぎ言葉ランキング」
これまでの学校の英語教育では単文の指導に重点
を置いてきたきらいがあります。実際のコミュニ
ケーションの場面を考えてみれば、一言だけ言って
会話を終えるということはほとんどありません。自
分が言ったことに関して、理由を説明したり自分の
気持ちや意見を述べたりするでしょう。そんなとき
に活躍するのが「つなぎ言葉」であり、文章全体に
スムーズな流れを作り、ある程度まとまった内容を
表現するときに欠かせないものです。このような観
点から、「Gトレプラス」の右ページに、本教科書の
目玉の一つである「つなぎ言葉ランキング」という
ページを置きました。ここではよく使われる接続詞
を10個（and, that, but, or, as, if, than, when, 

because, so）選び、その機能と用法を紹介していま
す。生徒にとっては意外な「つなぎ言葉」が上位に
ランクされていたり、馴染みのある「つなぎ言葉」
が下位にランクされていたりして、新鮮な驚きを感
じるかもしれません。

○ 新学習指導要領の趣旨を生かした、総合的な
言語活動
新学習指導要領の「英語表現Ⅰ」の目標に即して、
具体的な言語使用場面を設定し、即興で話したり、
目的に応じて簡潔に話したり書いたりするために、
本教科書では「Speaking Station」と「Daily 

Conversation」という英語によるスピーキング・
ライティング活動を設けました。
「Speaking Station」の趣旨は、読んだり聞いたり
しながらテーマに沿った情報や知識を取り入れ、自
分の考えをまとめ、自分の意見を発表するもので
す。「発表のための語句」や「発表によく使われる
表現」を覚えて、実際に発表の練習をします。これ
らをスムーズに行うために、Warm Up～ Input～
My Opinion～ヒント～発表に必要な表現～ Short 

Speechという6つの構成にしました。最後のShort 

Speechでは、パラグラフ内の語句と語句、文と文の
結束性を高める方略として、ポイントを示す語句や
文、つながりを示す語句を活用したモデル文やパ
ターンを示しています。このようにして、パラグラ
フ・ライティングを意識させるようにしました。さ
らに、この活動をより効果的に行うために、「発表
のコツ」でリズムやイントネーション、音のつなが
りなどの英語の音声の特徴、声の大きさ、話す速度
などに関するワンポイントアドバイスをしました。
もう一つの総合的活動として、海外旅行やホーム
ステイをするときにも役に立つ「Daily Conversation」
を3回分設けました。具体的には、買い物、レスト
ランでの食事、道案内の場面を設定しました。海外
旅行での英語は、必ずしも難しい表現を使う必要は
ありません。中学レベルの英語の知識をどのように
有効に活用するかを会話形式で紹介し、それぞれの
場面で必要と思われる語句や文を「その他の表現」
としてまとめました。

おわりに

『セレクト英語表現Ⅰ』は、現場の先生方が使い
やすい伝統的な内容を土台にして、新学習指導要領
で示されている総合的・統合的な活動も盛り込みな
がら、「場面でGo!」や「つなぎ言葉ランキング」な
どの新しい要素を取り入れた楽しい教科書になって
います。最初に述べたように、この教科書の目的は、
中学で学んだ基本的な文法項目を学び直し、さまざ
まな活動を通して、生徒の英語の表現力、発信力を
高めることにあります。本書がきっかけとなって、
英語への興味が深まり、英語を勉強する楽しさ、英
語表現の面白さや奥深さを少しでも感じていただけ
たら幸いです。


